
平成２３年度大規模災害に備える！ 防災研修会 

 

 本研修は、地震発生の切迫性が指摘されている東海地震などの大規模災害に備えて、

県内市町村の防災担当者を対象として、山梨県と山梨大学が連携して自然災害・防災

科学の基本的な知識とリテラシーを持った人材を育成し、組織や地域の防災リーダー

として関係機関や防災組織との協働を活性化することにより地域防災力の向上をめ

ざします。 

 

１ 名 称  平成２３年度大規模災害に備える！ 防災研修会 

 

２ 主 催  山梨大学土木環境工学科地域防災・マネジメント研究センター 

   山梨県総務部消防防災課 

 

３ 目 的 自然災害・防災科学の基本的な知識とリテラシーを養成する 

 

４ 日 時  平成２３年１１月３０日（水）、１２月１日（木）の２日間 

 

５ 会 場  １日目：山梨大学甲府キャンパス 

   ２日目：早川町 現地ワークショップ 

 

６ スケジュール 別紙参照 

 

７ 対象者  山梨県ならびに県下の市町村の防災担当職員（20名程度） 

   組織や地域の中核として活躍が期待される職員 

 

 

※２日ともに参加できることを原則とします。ただし、やむを得ない事情がある場合には１日だ

けの受講を認めます。 

※リテラシーとは、「応用力」、「活用力」を意味します。 

 

連絡先： 

    山梨大学土木環境工学科地域防災・マネジメント研究センター 

教授 鈴木猛康 電話：055-220-8531  Email: takeyasu@yamanashi.ac.jp 

准教授 秦康範 電話：055-220-8533  Email: yhada@yamanashi.ac.jp 

 

   山梨県総務部消防防災課防災対策担当 課長補佐 望月浩 

     電話：055-223-1432(内線 2511)  Email: mochizuki-tcj@pref.yamanashi.lg.jp 

  



平成２３年度大規模災害に備える！ 防災研修会 

 

日時： 平成２３年１１月３０日（水） ９：１５～１７：００（集合 9時） 

場所： 山梨大学甲府キャンパス B1号館 3階多目的室 

 

１．9:15－9:20 開会の挨拶 

 

２．9:20－10:20 東海地震と甲斐・山梨 ～災害史から見えるもの～ 

山梨県立大学国際政策学部 講師 林晏宏 

 山梨に影響を及ぼした過去の地震災害について，古文書が伝えている明応，宝永，安政東海地

震と関東大地震の被害，そこから学ぶべき教訓について考える． 

 

３．10:30－11:30 実験で学ぶ地震による建物被害と対策 

山梨大学工学部土木環境工学科 教授 杉山俊幸 

 建物や橋が地震で被災するメカニズムを学ぶ。地盤の揺れと構造物の振動特性の関係から、被

害の形態や対策、ならびにその効果について、模型実験を通して学習する。 

 

４．11:40－12:40 山梨で想定される地震による地盤災害 

山梨大学工学部土木環境工学科 准教授 後藤聡 

山梨県の地形や地質の特徴について学習し、地震による地盤災害の種別（タイプ）、発生メカニ

ズムや災害の形態について説明する。東日本大震災において 広域に発生した液状化被害について

も説明する。 

 

５．12:40－13:40 昼食 

 

６．13:40－14:40 山梨に大きな被害をもたらす地震と揺れ 

 山梨大学工学部土木環境工学科 准教授 吉田純司 

山梨県の地盤・地形の特徴を踏まえて、どこでどのような地震が発生し、どのような揺れが発

生するのか、どのような被害が懸念されるのかについて、想定される地震と被害の形態を学ぶ。 

 

７．14:50－15:50 行政機関の災害対応と住民啓発 

 山梨大学工学部土木環境工学科 教授 鈴木猛康 

近年発生した被害地震における行政機関の対応と課題について、具体的な事例を基に紹介する。

地域防災力向上には住民と行政の協働が不可欠であり、住民啓発のあり方や災害情報の取り扱い

について説明する。 

 

８．16:00－16:50 演習：地域の課題を踏まえた地震防災対策 

 山梨大学工学部土木環境工学科 准教授 秦康範 

 本日の研修内容を定着させ，地域の実情に応じた防災対策の展開を図ることを目的として，所

属機関で求められる今後の地震防災対策について，優先順位の高い対策をとりまとめる． 

  



１２月１日（木）現地視察・ワークショップ スケジュール 

 

 

午前中 被災現場視察 

 

13:30 ワークショップ（早川町役場２階・会議室） 

 

 開会の挨拶 

 

 第 1部：被害と災害の形態（40分程度） 

 コーディネーター：山梨大学工学部土木環境工学科 教授 村上幸利 

 ・県土整備部総務課企画調整担当 五味幸仁 

 ・山梨大学工学部土木環境工学科 准教授 後藤聡 

 

 休憩 

 

 第 2部：対応の実態と課題（80分程度） 

 コーディネーター：山梨大学工学部土木環境工学科 教授 鈴木猛康 

・早川町消防団 団長 望月三千生 

・第１分団第１部消防係 渡邊哲也＊，第１分団第３部消防係 望月一彦＊ 

・早川町総務課 課長 望月公隆，主査 深沢武司         ＊ 早川町職員 

・山梨県峡南地域県民センター 次長 遠藤裕也 

・山梨県総務部消防防災課 副主査 河野正重 

 

15:45 ワークショップ閉会 

 

16:00 現地解散／早川町役場出発 

 

17:30 山梨大学到着 

 


